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研究成果の概要（和文）：東アフリカ牧畜社会における暴力紛争を文化化していく政治・社会科学的言説を検討するこ
とをつうじて、植民地期以来の構造機能主義的な、均質で自己完結的な集団観と、稀少資源をめぐり共約不可能な形で
対立する利害集団モデルにもとづいた介入によって、低強度紛争が、かえっていっそう促進されている現実が生じてい
ることを批判的にあぶりだした。また、東アフリカにおいて一般化している集合的暴力にたいする、牧畜社会における
人びとの対処方法と、それらが創造され、活用されてきた社会的プロセスを記述、分析することによって、ローカルな
共同体が独自に洗練させてきた牧畜世界の共生論理と実践をあきらかにした。

研究成果の概要（英文）：This study analyzed and described political social scientific discourse in which v
iolent conflicts of pastoral societies in northeastern Uganda are culturalized. It critically elucidates t
he fact that low intensity conflicts have been increased by self-contained, structural-functionalistic, an
d closed conception of group, which originated during the colonial period, and intervention justified by c
onflict-of-interest model on which different groups confront each other for scarce resources. it revealed 
logic and practicality of social symbiosis among the life-world of pastoral peoples, which local communiti
es have originally sophisticated with reference to coping methods of chronic collective violence among pas
toral people, and social process in which they are created and used.
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１．研究開始当初の背景 
 

サハラ以南のアフリカのなかでも、とくに
首都から遠くはなれ、国家による治安を維持
する作用がおよんでいるとはいえない辺境
地域では、急激に進行するグローバリゼーシ
ョンのなかで、武装集団、テロリスト、犯罪
集団といった、「不可視」のグループが主体
となって、低強度紛争が多発していることが
問題視されてきた。このような事態は、冷戦
構造の崩壊後の世界における平和的共存を
実現するために、解決がいそがれる重要な課
題となっていた。 

 
東アフリカにおける、紛争の解決にむけた

外部介入のパースペクティブのなかで、辺境
社会は一般に、集権化された権威や行政組織、
国家法の効力がとどきにくく、枠外の住民の
自由や人権にたいする脅威であるととらえ
られてきた。このような、ホッブズ的自然状
態を下敷きにした展望のもとで、国家的秩序
の全域化をはかることを、基本的なデザイン
とする介入に、地域の紛争の解決をゆだねて
しまってよいか、当事者社会の実情を理解す
ることのうえにたって再検討することが、切
実にもとめられていた。 

 
研究代表者はこれまでに、ケニア・南スー

ダン・ウガンダ三国国境に位置する牧畜諸社
会において、生業の成立機構に関する生態人
類学的研究をおこなってきた。その間、自動
小銃をもちいた家畜略奪によって、牧畜民の
集団のあいだで紛争がひきおこされており、
これにたいする外部社会の手による武装解
除介入がかえって、地域の人びとを、集合的
暴力やその不安にさらしているというケー
スを目のあたりにしてきた。そして、これま
での外部介入のあり方に再考をせまり、新し
いオールタナティブを再想像する地平をき
りひらきうる、ローカルなポテンシャルを解
明する研究が着手されるべきであると思い
いたった。 
 
２．研究の目的 
 
（１）国家などが拠っている紛争理解モデル
をのりこえることを、第一の研究目的とした。
一般的な紛争理解モデルにおいて、暴力性は
本質化される傾向がつよい。つまり、人間社
会における暴力性は、人間の生物性や社会性
にうめこまれた本質であるとみなされる。そ
して同時に、暴力はしばしば文化化の対象と
されることもある。たとえば「牧畜民におけ
る好戦性」というステレオタイプを、牧畜家
畜管理の一方的で統制的なハズバンドリー
の在り方に由来すると解釈するという場合
が典型的である。 

そこで本研究では、まず暴力の本質化をし
りぞけ、それをローカライズする道をとる。
具体的には、①ウガンダ北東部カラモジャ地

域における暴力紛争が、有力な政治家や軍人
の発言、そして国際政治学の論文記述をつう
じて文化化されていく理路を精査し、集団的
暴力による牧民の生活被害が深刻化してい
る要因との共犯関係を記述、分析する。②そ
してどのように特定の状況で暴力が生産、扇
動、行使、無視、同定、訓練、制限、禁止さ
れるのかに注目する。 
 
（２）第二の研究目的は、ローカルな牧畜共
同体が独自に洗練させてきたトランススピ
ーシーズな共生論理の実践性を、暴力のコン
テキストにおいてあきらかにすることであ
る。具体的には、①ローカルな集団のあいだ
で発生する小規模な紛争が、民族間の全面戦
争へとエスカレートすることが未然に回避
されるプロセスにおいて、放牧の文脈で日常
的に強調される、集団と個の階層構造の特異
な在り方が、他者認識の基盤となっていると
いう仮説を検証すること、②低強度紛争状況
におかれた牧民たちが集合的暴力に対処す
る方法と、それらが創造され、活用されてき
た社会的プロセスを、生業牧畜の実践が秩序
回復においてはたす社会的機能の側面から
解明することである。 
 
３．研究の方法 
 
（１）研究期間をつうじて「低強度紛争」「武
装解除」「平和強制」「正戦論」「平和構築」
を主題とする国内外の関係文献を収集し、レ
ビューをおこなった。文献調査の成果は、学
術誌への投稿論文や学会および研究会にお
ける口頭発表をつうじて公表し、理論的な抽
象度を高める比較検討の視座を獲得するた
めに、アフリカ研究を専門とする研究者との
討論の場をもうけた。 
 
（２）ウガンダ共和国において現地調査を実
施した。 

①北東部のカラモジャ地域のカリモジョ
ンおよびドドスの牧民世帯において、民族集
団や地域集団をこえる社会関係が、集団間の
紛争抑止・解決にはたす役割や、「敵」とい
う社会的カテゴリーが生成・実体化される機
序をあきらかにし、外部社会による軍事介入
と窮状、およびそれへの対応を解明するため
の資料（ライフストーリー、イベント・カレ
ンダー、ランドスケープに銘刻された過去の
生活経験など、個人や世帯内、地域社会の各
レベルで蓄積された記憶の表象）を収集する
ことを目的とした住み込み調査をおこなっ
た。 

②首都カンパラにおいて総理府および防
衛省を、牧畜地域において軍駐屯地を訪問し、
紛争および武装解除政策の歴史、牧畜民と紛
争にたいする意識に関するインタビューを
おこなった。また、マケレレ大学で教鞭をと
っている社会学者からは、北東部牧畜地域に
たいする武装解除政策の継続と中断に関連



する政治情勢、北東部の治安状況と武装解除
政策の関連について情報収集した。 
 
４．研究成果 
 
（１）家畜管理と家畜への価値づけにおける
動物的他者との共生を焦点とする生態人類
学と、東アフリカ牧畜文化論にもとづく存在
論的な比較文化論の視座から、近代西洋的な
支配と統治のメンタリティを批判的に記
述・分析した。 
 
（２）植民地期に形成された、牧畜民の「啓
蒙」意識にもとづく「説明」や「中和法」と
いった社会的装置をつうじて、現地住民の脱
人間化が、武装解除政策下の現地社会におい
て日常化していることをあきらかにした。 
 
（３）社会的なレジリエンス（①）とともに、
そのレジリエンスが社会生活のうえでの秩
序の持続をおびやかすリスクとなるという
パラドクス（②）があきらかになった。 

①武装解除政策が実施されたことによっ
て、武装の不均衡が生じたが、そのことでレ
イディングが激化した。そして、そのために、
乳幼児の飢餓が深刻化するとともに、貧困世
帯のメンバーを中心とする無数の人びとが
（公式な難民認定をうけられない）国内避難
民となっていった。こうした新しい苦境に対
応するために、牧畜社会の人びとは、生存上
の脅威となる銃や軍隊を、社会的な価値と実
践のなかにたくみに組みこむことによって
乾燥サヴァンナでの牧畜生活をつづけてい
た。たとえば、牧民たちが本来はきわめて遊
動的であった放牧キャンプを、軍駐屯地に隣
接させて構築・固定し、襲撃の危険がたかい
夜間には国軍兵士を家畜のガードとして活
用する苦肉の実践を採っていた。また、銃所
持の容疑で不当に逮捕された仲間の牧民を
軍の収容所から解放するために、婚資の家畜
の構造的等価性を付与する文化的操作をつ
うじて自動小銃を入手し、これを軍側に「提
出」していた。 

②このように、苦境に適応し、あるいは逆
用して生存する牧民のタレントは、暴力的で
不条理な外部介入を持続させるリスクとも
なりうる。たとえば、現地での治安維持活動
の困難な陸軍兵士にかわり、スポット的に利
用される地元の牧民が、軍から自動小銃を新
規にあたえられていた。また、乳幼児の栄養
の改善をめざして国際機関が配給した主食
穀物（モロコシやトウモロコシ）の援助食糧
は、母親たちによって現金獲得を目的とした
醸造酒づくりの原料とされ、子の栄養状態の
改善には直結せず、さらに、醸造酒の残滓を
食べることが子の下痢症の最も主要な原因
となっており、下痢症は、子の主要な死亡原
因となっていた。そして、兵士への物資や金
の支給がおくれがちな奥地においては、酒の
支払いとして銃弾が兵士からさしだされ、女

性たちは地元の牧民たちの銃弾の供給源と
なっていた。 

 
以上のように本研究は、当事者の生活実感

と生存戦略をかえりみない、緊急行動主義的
な社会介入が、政治的、構造的、集合的暴力
を新規にひきおこしており、それによって、
ローカルな日常が破壊されている生活の局
面をえぐりだすことができた点で、きわめて
意義深いものとなった。このような批判的人
類学研究の成果は、現在実施している科研基
盤（C）「ウガンダ―ケニア国境地帯の政治的
暴力と身体表現の関係」にうけつがれ、柔軟
でたえまのない創造性をはらむローカリテ
ィを主軸にした社会実践にむけ、理論的な普
遍性を深化させるフェーズへと進展してい
る。 
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